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研究概要 

当講座では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これ

までに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工

学による椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明及び脊髄

前角細胞の電気生理学的作用の解明，脊柱靱帯骨化症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成

された現在，人々は生活の質の改善を求めており，運動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社

会的要求に応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研究・開発にも力を注いでいる。また，手外科分野においても手の変

形性関節症の多施設共同RCT、重度四肢外傷の機能再建などの臨床研究、また疫学研究などを数多く行っている。 

 

以下にその詳細を列挙する。 

１． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究 

• 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究 

• 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究 

• 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析 

• 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究 

• 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究 

• 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究 

• 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究 

• パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究 

• パッチクランプ法を用いた脊髄前角細胞に対する虚血負荷に対する検討 

• パッチクランプ法を用いた運動ニューロンの電気生理学的作用の研究 

• 焼成骨（true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究 

• 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究 

２． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究 

• 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究 

• 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究 

• 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究 

３． 骨形成タンパク(0P-1)の臨床応用に関する研究 

• 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究 

• 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究 

４． その他 

• キ-ンベック病に関する臨床的研究 

• マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究 

• 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究 
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29. 下江隆司: 手指の変形性関節症に関連する疫学調査から臨床研究まで. 第40回三重上肢外科研究会, 2025.7. 津 

30. 下江隆司: 災害医療 来る南海トラフに備える -Preventable Disaster Death, Preventable Functional Lossに対

する教育の取り組み-. 紀南地区災害時透析ネットワーク勉強会, 2025.9. 田辺市 

31. 下江隆司: 透析医・透析チームが知っておきたい骨嚢胞の話. 透析・整形外科紀和地域連携セミナー, 2025.10. 

和歌山市 (Web開催) 

32. 下江隆司: 更年期世代の女性はなぜ手がこわばって痛いのか -その特徴と治療-. 広島県臨床整形外科医会研修講

演会, 2025.10. 広島市 

33. 下江隆司: 女性のライフステージに寄り添う手外科診療 -更年期を中心に-. 第58回中国・四国整形外科学会, 

2025.11. 米子市 

34. 下江隆司, 松山雄樹, 山中学, 山田宏: メノポハンドの病態と新規治療：エクオールと動注療法による未来. 

Japan Pain Week, 2025.12. 東京 

35. 福井大輔: 初期変形性膝関節症診療で意識したい“内側半月板逸脱” －エコーを用いた簡便な評価法も含めて－. 

第379回大阪臨床整形外科医会 講演, 2025.11. 大阪 

 

C）全国学会 

1. 谷口泰德, 松山雄樹, 上野健, 木戸勇介, 山田宏: 外傷後に発生した示指脂肪腫の１例- 本当に鈍的外傷は脂肪腫

の発生原因?. 第58回日本整形外科学会 骨軟部腫瘍学術集会, 2025.7. 奈良市 

2. 岩﨑博: 【達人部屋３】頚椎神経根・脊髄神経. 第36回日本整形外科超音波学会, 2025.7. 沖縄 

3. 筒井俊二, 橋爪洋, 岩崎博, 高見正成, 石元優 ,々 長田圭司, 寺口真年, 中西竜一朗, 山田宏: 成人脊柱変形手術に

おける合併症評価：Dindo-Clavien分類法の適応. 第54回日本脊椎脊髄病学会, 2025.4. 千葉 

4. 筒井俊二, 橋爪洋, 岩崎博, 高見正成, 石元優 ,々 長田圭司, 寺口真年, 中西竜一朗, 山田宏: 成人脊柱変形手術に

おける合併症評価：Dindo-Clavien分類法の適応. 第98回日本整形外科学会学術総会, 2025.5. 東京 

5. 筒井俊二, 橋爪洋, 岩崎博, 高見正成, 石元優 ,々 長田圭司, 寺口真年, 中西竜一朗, 山田宏: フレイルはLIFを用

いた成人脊柱変形手術後の非自宅退院の独立した予測因子である. Spine Week Japan 2025, 2025.10. 千葉 

6. 筒井俊二, 橋爪洋, 岩崎博, 高見正成, 石元優 ,々 長田圭司, 寺口真年, 中西竜一朗, 山田宏: 80歳以上の超高齢者

の成人脊柱変形手術：LIFを用いた長範囲固定術における周術期の評価. Spine Week Japan 2025, 2025.10. 千

葉 

7. 高見正成, 西山大介, 橋爪洋, 岩崎博, 筒井俊二, 長田圭司, 石元優 ,々 寺口真年, 山田宏: 成人脊柱変形に対する

長範囲固定術前後で骨盤キネマティクスはどう変化するか ―スマートフォンによる歩行解析―．第53回日本脊

椎脊髄病学会学術集会, 2025.4. 幕張 

8. 高見正成, 橋爪洋, 岩崎博, 筒井俊二, 長田圭司, 石元優 ,々 寺口真年, 山田宏: 高齢者成人脊柱変形に対する矯正

手術で矢状面のunder correctionの治療成績は劣るか？. 第53回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2025.4. 幕張 



9. 高見正成, 西山大介, 橋爪洋, 岩崎博, 筒井俊二, 長田圭司, 石元優 ,々 寺口真年, 山田宏: 成人脊柱変形に対する

長範囲固定術後の歩行時骨盤キネマティクスは健常人とどう違うか ―スマートフォンを用いた歩行解析―．第 

40 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2025.10. 弘前 

10. 高見正成, 西山大介, 橋爪洋, 岩崎博, 筒井俊二, 長田圭司, 石元優 ,々 寺口真年, 山田宏: 成人脊柱変形に対する

長範囲固定術前後で歩行時骨盤キネマティクスはどう変化するか ―スマートフォンを用いた歩行解析―. 第 40

回日本整形外科学会基礎学術集会, 2025.10. 弘前 

11. 高見正成, 西山大介, 橋爪洋, 岩崎博, 筒井俊二, 長田圭司, 石元優 ,々 寺口真年, 山田宏: 成人脊柱変形に対する

長範囲固定術前後によって歩行時骨盤キネマティクスはどう変化するか ―スマートフォンを応用した解析―．日

本成人脊柱変形学会, 2025.10. 幕張 

12. 高見正成, 山田宏: 嘴状型胸椎後縦靭帯骨化症に対し内視鏡下後方進入脊髄前方除圧術を施行した1例．第38回

日本内視鏡外科学会学術集会, 2025.12. 横浜 

13. 西山大介, 福井大輔, 山中学, 出口剛士, 三宅稜, 山田宏: ロボット支援下 TKA の術後満足度に対する術中パラメ

ータの影響. 第55回日本人工関節学会, 2025.2. 名古屋 

14. 西山大介, 岩田慈, 藤井隆夫: ディープラーニングを用いたボタン穴変形の生体内動作解析. 第 69 回日本リウマ

チ学会総会・学術集会, 2025.4. 福岡 

15. 西山大介, 神前拓平, 福井大輔, 山中学, 出口剛士, 山田宏: 後方Cam病変は脊椎固定術後の変形性股関節症進行

を予見する. 第98回日本整形外科学会学術総会, 2025.5. 東京 

16. 西山大介, 神前拓平, 福井大輔, 山中学, 出口剛士, 山田宏: 機械学習を用いた股関節形態に基づく脊椎固定術後

の変形性股関節症進行予測. 第52回日本股関節学会学術総会, 2025.10. 下関 

17. 西山大介, 福井大輔, 山中学, 出口剛士, 岸拓暉, 貝持裕太, 山田宏: ベイズ統計により導出されたロボット支援下

TKAにおける術後活動度に影響する術中パラメータ. 第3回日本膝関節学会, 2025.12. 姫路 

18. 下江隆司, 松山雄樹, 木戸勇介, 石本悠介, 上野友美, 橋爪洋, 宮井信行, 山田宏: 更年期世代に多い手指変形性関

節症およびその疼痛とエクオールの関連についての一般住民疫学調査. 第40回日本女性医学学会学術集会, 

2025.11. 東京 

19. 下江隆司, 木戸勇介, 林大貴, 山田宏: 肩関節制動術に伴い発生した腕神経叢損傷に対して神経交差縫合術および

腱移行術を施行した1例, 第52回日本マイクロサージャリー学会学術集会, 2025.11. 東京 

20. 福井大輔, 西山大介, 山中学, 貝持裕太, 山田宏: 内側半月板後根損傷に対するpull out repair後の膝関節エコー

を用いた半月板動態評価. 第3回日本膝関節学会, 2025.12. 姫路 

21. 南貴雄, 福井大輔: 膝蓋下脂肪体の線維化がACL術後成績に与える影響. 第3回日本膝関節学会, 2025.12. 姫路 

22. 浅井宣樹, 山田宏: 受傷から長期間が経過した後に症状が出現した距骨骨軟骨損傷の1例. 第50回日本足の外科

学会学術集会, 2025.11. 長野 

23. 寺口真年, Justin Wu, 福井大輔, 木戸勇介, 佐々木貴英, 大西麻紀子, 宮井信行, 牟礼佳苗, 橋爪洋, 山田宏: 学童

における25(OH)ビタミンD濃度と運動能力と筋肉量との関係. -KID Locomo Study-. 第98回日本整形外科学

会学術総会, 2025.5. 東京 

24. 寺口真年, 橋爪洋, 木戸勇介, 佐々木貴英, 大西麻紀子, 牟礼佳苗, 宮井信行, 山田宏: 大規模コホート研究を用い

た学童期における骨密度低下の要因について.-KID Locomo Study-. 第98回日本整形外科学会学術総会, 2025.5 

東京 

25. 寺口真年, 長田圭司, 石元優 ,々 高見正成, 筒井俊二, 岩崎博, 橋爪洋, 山田宏: 前期高齢者・後期高齢者の頸椎症

性脊髄症に対する手術戦略とは 内視鏡下椎弓切除術と両開き式椎弓形成術の比較. 第54回日本脊椎脊髄病学

会, 2025.4. 千葉 

26. 寺口真年, 大西麻紀子, 木戸勇介, 佐々木貴英, 宮井信行, 牟礼佳苗, 橋爪洋, 山田宏: 学童期における腰痛の有病

率とスパイナルマウスを用いた脊椎アライメントとの関連について.-KID Locomo study-. 第33回日本腰痛学会, 

2025.10. 富山 



27. 寺口真年, 橋爪洋, 長田圭司, 石元優 ,々 吉村典子, 吉田宗人, 山田宏: 慢性腰痛にもかかわらず日常機能を維持で

きる要因とは: the Wakayama Spine Study. 第33回日本腰痛学会, 2025.10. 富山 

28. 寺口真年, 山田優紀, 北山順英, 中元準, 山岡慶之, 山田宏: 骨粗鬆症を併発した透析患者におけるデノスマブ・

ロモソズマブの有効性の比較検討. 第27回日本骨粗鬆症学会, 2025.9. 千葉 

29. 寺口真年, 中川幸洋, 前田孝浩, 太地良, 佐々木貴英, 南野和佳, 山田宏: 超早期椎体形成術（ultra-early BKP）

の術後1年における有効性. 第28回日本低侵襲脊椎外科学会, 2025.10. 千葉 

30. 寺口真年, 山本悠太, 神前貴洋, 中西竜一朗, 石元優 ,々 長田圭司, 高見正成, 筒井俊二, 岩﨑博, 橋爪洋, 山田宏: 

腰部脊柱管狭窄症患者術後の遷延する症状への経仙骨的脊柱管形成術(TSCP)の効果の詳細な検討と効果. 第 15

回日本MIST学会, 2025.10. 千葉 

31. 山中学, 西山大介, 福井大輔, 出口剛士, 三宅稜, 山田宏: 前方アプローチTHAにおける坐骨大腿靭帯及び腸骨大

腿靭帯水平線維切離の影響. 第55回日本人工関節学会, 2025.2. 名古屋 

32. Maeda T, Taiji R, Sasaki T, Minamino K, Nakagawa Y: The Outcome and Significance of Percutaneous 

Vertebroplasty for Osteoporotic Vertebral Fractures in Patients with Cognitive Impairment. 第54回日本脊椎

脊髄病学会学術集会, 2025.4.千葉 

33. 前田孝浩, 太地良, 佐々木貴英, 南野和佳, 中川幸洋: 認知障害を併存した骨粗鬆症性椎体骨折(OVF)患者に対す

る経皮的椎体形成術(BKP)の成績と意義. 第98回日本整形外科学会学術総会, 2025.5. 東京 

34. 前田孝浩, 太地良, 佐々木貴英, 南野和佳, 古梅祐: 経皮的椎体形成術術中に拍動性出血を呈した1例. 第28回日

本低侵襲脊椎外科学会学術集会, 2025.10. 千葉 

35. 深澤真弓, 神田浩里, 下江隆司, 木戸勇介, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏: エクオールは無髄 C 線維の興奮性を抑

制する. 第 68 回日本手外科学会学術集会, 2025.4. 横浜 

36. 神藤一紀, 下江隆司, 寺口真年, 木戸勇介, 松山雄樹, 村田顕優, 牟礼佳苗, 宮井信行, 橋爪洋, 山田宏: 小中学生

におけるスマホ 携帯ゲーム機使用と握力 手の疼痛の関連 長期追跡学童期コホートKID-Locomo study. 第98

回日本整形外科学会学術集会, 2025.5. 東京 

37. 村上公英, 寺口真年, 中村憲太, 石元優 ,々 長田圭司, 山田宏: 救急医療の現場で医療関係者間コミュニケーショ

ンアプリ Joinは働き方改革の一助となるか. 第54回日本脊椎脊髄病学会, 2025.4. 千葉 

38. 出口剛士, 山中学, 西山大介, 福井大輔, 三宅稜, 岸拓暉, 山本悠太, 山田宏: 高度肥満症例に対するPATH併用

AL supine approachによるTHAの治療経験. 第55回日本人工関節学会, 2025.2. 名古屋 

39. 太地良, 中川幸洋, 前田孝浩, 佐々木貴英, 南野和佳, 浅井宜樹, 寺口真年, 延與良夫: 経皮的椎体形成術の介入時

期が術後脊椎アライメントに与える影響. 第54回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2025.4. 幕張 

40. 太地良, 中川幸洋, 前田孝浩, 佐々木貴英, 南野和佳, 浅井宜樹: 保存治療抵抗性の腰椎疾患に対する経仙骨的脊

柱管形成術の治療成績. 第54回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2025.4. 幕張 

41. 太地良, 中川幸洋, 前田孝浩, 佐々木貴英, 南野和佳, 浅井宜樹: 成人脊柱変形手術の術後ロッド折損に椎体骨折

を併発した2例. 第28回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会, 2025.11. 幕張 

42. 太地良, 中川幸洋, 前田孝浩, 佐々木貴英, 南野和佳, 浅井宜樹: 気管挿管を行わない局所麻酔下のBKP. 第28回

日本低侵襲脊椎外科学会学術集会, 2025.11. 幕張 

43. 大西麻紀子, 寺口真年, 長田圭司, 木戸勇介, 佐々木貴英, 宮井信行, 牟礼佳苗, 橋爪洋, 山田宏: 学童期における

頚下がりの有病率とスパイナルマウスを用いた脊椎アライメントとの関連について -KID Locomo study-．第98

回日本整形外科外科学会学術総会，2025.5. 東京 

44. 木戸勇介, 下江隆司, 坂田亮介, 橋本忠晃, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏: 筋力トレーニング愛好家に生じた上腕二

頭筋腱遠位部断裂の１例. 第37回日本肘関節学会学術集会, 2025.3. 岡山 

45. 木戸勇介, 寺口真年, 佐々木貴英, 大西麻紀子, 下江隆司, 神藤一紀, 岡本光代, 牟礼佳苗, 宮井信行, 橋爪洋, 山

田宏: 子どもの運動器機能評価における片脚立ち上がりテストの有用性 -KID Locomo Study-. 第98回日本整形

外科学会学術総会, 2025.5. 東京 



46. 木戸勇介, 寺口真年, 佐々木貴英, 大西麻紀子, 神藤一紀, 下江隆司, 牟礼佳苗, 宮井信行, 橋爪洋, 山田宏: 子ど

もロコモ評価の課題と片脚立ち上がりテストの有用性 -KID Locomo Study-. 第36回日本小児整形外科学会学術

集会, 2025,11. 横浜 

47. 下程俊弥, 村田鎮優, 米良好正, 岩橋弘樹, 角能青空, 北野陽二, 山田宏: 骨粗鬆症性骨折術後の二次骨折予防にお

ける骨形成促進薬の有効性 傾向スコアマッチングを用いた検討. 第98回日本整形外科学会学術集会, 2025.5.東

京 

48. 下程俊弥, 米良好正, 川村晃大, 山田宏: 手術支援ロボットを用いた人工膝関節全置換術における入院期間短縮効

果の検討 従来法との比較. 第3回日本膝関節学会, 2025.12. 兵庫 

49. 米良好正, 北野陽二, 岩橋弘樹, 村上公英, 下程俊弥, 角能青空: 過疎医療圏での最先端医療の取り組み～手術支

援ロボットを用いた入院期間短縮の効果～. 第65回全国国保地域医療学会, 2025.11. 和歌山 

50. 松山雄樹, 下江隆司, 村田顕優, 木戸勇介, 山田宏: 約50年の経過で再燃した上腕骨化膿性骨髄炎に対し、持続局
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14. 寺口真年, 山本悠太, 石元優 ,々 長田圭司, 岩崎博, 山田宏: 全身合併症を有する高齢者への超低侵襲手術TSCPの
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31. 古梅祐, 野田雄祐, 神前拓平, 藤木貴顕, 山﨑悟, 川上守: 今後のオステオサルコペニアとの向き合い方～二次予防

から一次予防へ～. 第144回中部日本整形外科学会学術集会, 2025.4. 福井 

32. 山本悠太, 寺口真年, 岩﨑博, 長田圭司, 石元優 ,々 山田宏: 経仙骨的脊柱管形成術(TSCP)は腰部脊柱管狭窄症術後

症例において良好な成績を得ることが可能である. 第22回和歌山最小侵襲整形外科（MIOS）フォーラム, 

2025.1. 和歌山 

33. 山本悠太, 寺口真年, 今栄信治, 岩﨑博, 長田圭司, 山田宏: 胸椎脱臼骨折後に発生した脊髄空洞症に対して空洞く

も膜下腔シャント術が有効であった１例. 第35回和歌山県整形外科医会学術集会, 2025.3. 和歌山 

34. 山本悠太, 寺口真年, 岩﨑博, 長田圭司, 石元優 ,々 山田宏: 腰部脊柱管狭窄症患者に対する経仙骨的脊柱管形成術

(TSCP)の手術歴による治療成績および満足度の比較検討. 第144回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 

2025.4. 福井 

35. 山本悠太, 寺口真年, 岩﨑博, 長田圭司, 石元優 ,々 山田宏: 腰部脊柱管狭窄症に対するTSCP後の硬膜外造影CT

における ring signと硬膜腹側造影所見の臨床的意義. 第145回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 

2025.10. 広島 

36. 山本悠太, 神前拓平, 湯川泰紹, 橋爪洋, 山田宏: 頚椎後縦靭帯骨化症における椎体レベルで認める髄内輝度変化の

臨床的意義と固定術の有効性. 第145回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2025.10. 広島 

37. 角能青空, 下程俊弥, 村田鎮優, 米良好正, 岩橋弘樹, 北野陽二: エコーガイド下穿刺が初期治療に有用であった膝

関節内ガングリオンの２例．第36回和歌山県整形外科医会学術集会, 2025.3.和歌山 

38. 角能青空, 村田鎮優, 岩﨑博, 石元優 ,々 岩橋弘樹, 北野陽二, 山田宏: 超音波ガイド下頚椎神経根ブロックの安全

性向上と実践上の注意点：C6・C7横突起の解剖学的anomaly評価の重要性. 第144回中部日本整形外科災害外

科学会・学術集会,2025.4.福井 

39. 林大貴, 村田鎮優, 寺口真年, 石元優 ,々 山田宏：外傷性頚椎頚髄損傷に対する早期手術が予後に与える影響－単施

設・後ろ向き・傾向スコアマッチング解析－．第145回中部日本整形外科災害外科学会，2025.10．広島 

 

e) その他 フォーラム、セミナー、研究会、講習会、ワークショップ等 

1. 中川幸洋: 一般社団法人 日本脊椎脊髄病学会 第23回脊椎脊髄病研修コース 第Ⅲコース： 脊椎内視鏡手術コ

ース MED, 2025.4. 東京 

2. 岩﨑博: 脊椎エコーを用いた診断的治療 －神経障害性疼痛治療のためにつかってみませんか？－. 第73回中部脊

髄外科ワークショップ, 2025.3. 名古屋 

3. 岩﨑博: 脊椎エコーの臨床～背骨にエコーは必要か？～. 埼玉県整形外科医会 学術講演会, 2025.4. 埼玉 

4. 岩﨑博: 頚椎神経根・脊髄神経への超音波ガイド下注射. 第54回脊椎脊髄病学会 ブース内セッション, 2025.4.

千葉 

5. 岩﨑博: 運動器エコーの鉄人からハンズオンで学ぶ 至高の脊椎エコーのテクニック, 2025.5. 東京 

6. 岩﨑博: 頚椎神経根描出のすべて. 第98回日本整形外科学術総会 ブース内イベント, 2025.5. 東京 

7. 岩﨑博: 脊椎エコーを用いた診断的治療～神経障害性疼痛治療のために使ってみませんか？～, Pain Live Seminar 

in 長門, 2025.6. 長門 



8. 岩﨑博: 脊椎エコーのすべて出版記念セミナー 頚部編．(頚部)神経根症に対する評価・治療 Drのみかた．

Encounter, 2025.6. ONLINE 

9. 岩﨑博: 腰痛診療のための脊椎エコーのすべて【総論】. 第5回北摂運動器エコーセミナー, 2025.6. 大阪＋Web 

10. 岩﨑博: 頚部神経根症の診断と治療はこれで完璧！「えっ！超音波ガイド下注射、まだやってないの？」. 第34

回 弘前大学整形外科夏の研修会 あすなろセミナー 2025, 2025.8. 弘前 

11. 岩﨑博: 脊椎エコーのすべて出版記念セミナー 鼠径部編．鼡径部ｘエコー 何が見える？．encounter，2025.8. 

ONLINE 

12. 岩﨑博: 頚椎の超音波診断法．頚椎神経根・脊髄神経のみかた. 第60回整形外科エコーセミナー, 2025.8. 金沢 

13. 岩﨑博: 脊椎エコーのすべて出版記念セミナー 腰臀部編．腰臀部ｘエコー 腰部脊柱管狭窄症と腰椎椎間板ヘル

ニア. Encounter, 2025.8. ONLINE 

14. 岩﨑博: これまでの描出 これからの活用 和医大エコー物語 最終回. エコー侍サミット, 2025.10. ONLINE 

15. 岩﨑博: 脊椎エコーって？, 第一三共株式会社社内研修会, 2025.12. 和歌山 

16. 宮本選, 西秀人, 久保井勇樹, 夏見勇多: 遅発性人工股関節感染に対して持続局所抗菌薬潅流（CLAP）が有用であ

った1例  第22回和歌山MIOSフォーラム, 2025 .1. 和歌山 

17. 西山大介, 福井大輔, 山中学, 三宅稜, 出口剛士, 山田宏: 急速に偽関節周囲の骨破壊が進行した転子下骨切り併用

のTHAの1例. 第26回Osaka Hip Meeting under 50, 2025.3. 大阪 

18. 西山大介: 日常臨床で遭遇する骨軟化症. 第161回和歌山臨床整形外科医会研修会, 2025.12. 和歌山 

19. 下江隆司: 更年期世代の女性に多い手の障害「メノポハンド」-神経障害性疼痛管理を中心に-. 地域で診る疼痛治

療webセミナー, 2025.3. 和歌山市 (web開催) 

20. 下江隆司: 専門医が語る外来診療のポイント ～手外科専門医が診る疼痛治療編～. かかりつけ医のための実践セ

ミナー, 2025.10. Webセミナー 

21. 下江隆司: 透析医・透析チームが知っておきたい骨嚢胞の話. 透析・整形外科紀和地域連携セミナー, 2025.10. 

Webセミナー 

22. 下江隆司: 透析医・透析チームが知っておきたい骨嚢胞の話. 明日に繋がる20分！リクセルConsultation WEB

セミナー, 2025.12. Webセミナー 

23. 福井大輔, 吉村典子, 下程俊弥, 岩崎博, 橋爪洋, 山田宏: 膝関節エコーを用いた内側半月板逸脱量の動的評価 -地

域住民コホートROAD study-. 第35回和歌山県整形外科医会, 2025.3. 和歌山 

24. 福井大輔: ロボット支援下人工膝関節手術のメリットと可能性：患者満足度の向上を目指して. 那賀医師会 講演, 

2025.1. 和歌山 

25. 福井大輔: 初期変形性膝関節症で意識したい“内側半月逸脱” －エコーを用いた簡便な評価法も含めて－. 第

379回大阪臨床整形外科医会 講演, 2025.10. 大阪 

26. 浅井宣樹, 下薗英史, 玉置哲也: 足背の小切開にて手術を行ったMorton病の治療経験. 第22回和歌山最小侵襲整

形外科フォーラム, 2025.1. 和歌山 

27. 深澤真弓: エコー事始めのその後未来へ ― 若年者から高齢者まで、トラブルの多い“膝”を攻略せよ ―．第9回日

本リハビリテーション医学会秋季学術集会, 2025.10. 旭川（リモート参加） 

28. 深澤真弓: 明日から臨床で使える注射手技．E-girls Project, 2025.11. 東京 

29. 村上公英: 和歌山県の三次救急医療機関における脊椎外傷症例の特徴. 第13回和歌山整形外科疼痛研究会, 

2025.9. 和歌山 

30. 太地良, 中川幸洋, 前田孝弘, 佐々木貴英, 南野和佳, 浅井宣樹: 骨粗鬆症性椎体骨折に対するBKPの椎体高復元

の意義. 第22回和歌山MIOSフォーラム, 2025.1. 和歌山 

31. 太地良, 中川幸洋, 前田孝弘, 佐々木貴英, 南野和佳, 浅井宣樹: 当院における経仙骨的脊柱管形成術（TSCP）の

治療成績 -適切な適応とは-. 第22回和歌山MIOSフォーラム, 2025.1. 和歌山 



32. 大西麻紀子, 中谷如希, 野中研人, 平一裕, 瀧口登, 岩田勝栄, 麻殖生和博, 峠康: 脛骨近位骨端線損傷の１例．和

歌山県整形外科医会第35回学術集会, 2025.2. 和歌山 

33. 木戸勇介: 橈骨遠位端骨折 -手外科医の『こだわり』討論会-. 第7回和歌山県手外科研究会, 2025.9. 和歌山 

34. 木戸勇介, 下江隆司, 林大貴: 診断・治療歴のない両側Madelung変形の１例. 第139回近畿手外科研究会, 

2025,11. 大阪 

35. 夏見勇多, 西秀人, 宮本選, 久保井勇樹: 環椎軸椎間膜骨化症の1例. 第35回和歌山県整形外科医会, 2025.3. 和歌

山 

36. 村田顕優, 西山大介, 山田宏: 深層学習を用いた関節リウマチボタン穴変形の動作解析. 第35回和歌山県整形外科

医会, 2025.3. 和歌山 

37. 三宅稜, 西山大介, 福井大輔, 山中学, 出口剛士, 山田宏: 急速に偽関節部周囲の骨破壊が進行した転子下骨切り併

用THAの1例. 第14回和歌山関節外科の会, 2025.1. 和歌山 

38. 三宅稜, 西山大介, 福井大輔, 山中学, 出口剛士, 山田宏: 急速に偽関節部周囲の骨破壊が進行した転子下骨切り併

用THAの1例（症例相談）. 整形外科紀伊半島合同カンファレンス, 2025.2. 和歌山 

39. 石本悠介, 延與良夫, 中村正亨, 辻本修平, 神藤一紀, 瀧口登: 胸椎破裂骨折に胸骨骨折を合併した4 column 

injury の一例. 第22回MIOSフォーラム, 2025.1. 和歌山 

40. 貝持裕太, 山中学, 西尾尚子, 上野健, 三宅稜, 山本悠太, 山田宏: 3-Nitrotyrosineの脊髄内興奮増強機構. 第13回

ニューロカンファレンス, 2025.1. 和歌山 

41. 貝持裕太, 福井大輔, 西山大介, 山中学, 岸拓暉, 山田宏: 人工膝関節全置換術後のARMDに対し腫瘍用人工関節

による再建術を施行した1例. 第35回和歌山県整形外科医会, 2025.3. 和歌山 

42. 貝持裕太, 西山大介, 福井大輔, 山中学, 出口剛士, 神前貴洋, 山田宏: 人工関節周囲のChronic Expanding 

Hematomaに感染を合併した症例に対してCLAPが有用であった1例. 第27回Osaka Hip Meeting under 50, 

2025.9. 大阪 

43. 貝持裕太, 福井大輔, 西山大介, 山中学, 岸拓暉, 山田宏: 反復性膝蓋骨脱臼に対する internal brace法の短期成績. 

第22回和歌山最小侵襲整形外科（MIOS）フォーラム, 2025.1. 和歌山 

44. 古梅祐, 藤木貴顕, 野田雄祐, 神前拓平, 山﨑悟, 川上守: 踵骨関節内骨折に対して拡大 L 字外側切開法を用いた治

療成績. 第93回和歌山医学会, 2025.8.和歌山  

45. 古梅祐: 講演 骨粗鬆症治療における当院の取組みと連携について. 地域で診る、守る、骨粗鬆症連携セミナー,主催:

第一三共medical community 2025.1. 和歌山  

46. 古梅祐: 講演 ほんとうは怖い骨粗鬆症 済生会和歌山病院 市民公開講座・健康相談会, 2025.3. 和歌山 

47. 古梅祐: 市民公開講座 骨粗鬆症と脆弱性骨折 和歌山県立医科大学附属病院 紀北分院 整形外科・脊椎ケアセ

ンター 2025.11. 和歌山 

 

  研究費交付状況 

1. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 山田宏、研究分担者 神前拓平、神前貴洋：地域住民

コホート研究による座位に着目した理想的な脊椎アライメントの解明. 

2. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 中川幸洋、研究分担者 橋爪洋、延與良夫、寺口真

年：傍脊柱筋サルコペニアの概念に基づく腰曲がり予防改善プログラムの開発  

3. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 高見正成、研究分担者 山田宏：地域住民コホート縦断

研究による脊柱後弯症の長期自然経過の解明 

4. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 延與良夫、研究分担者 寺口真年、中川幸洋、橋爪

洋、峯玉賢和、中川雅文、廣西昌也: 健康寿命の延伸を目的としたデュアルタスクトレーニングの有効性の解明  

5. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 研究代表者 谷口隆哉：日本人のPistol Grip Deformity有所見率と関

連因子～縦断研究 



6. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 谷口亘、研究分担者 山中学、西尾尚子：酸化ストレ

スによる老化とTRPチャネルを介した脊髄中枢性感作に関する解析. 

7. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 研究代表者 西山大介：精密な次元骨モデル重ね合わせ技術を用いた

脊椎固定術後の股関節症進行機序解明 

8. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 研究代表者 下江隆司：大規模一般住民コホートによる手の疼痛と中枢

性感作に関する疫学調査 -ROAD study-  

9. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 浅井宣樹、研究分担者 山中学、松山雄樹、下江隆

司：微細血管塞栓療法による変形性膝関節症モデルでの局所炎症と異常神経の退縮機序の解明 

10. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 寺口真年、研究分担者 橋爪洋、宮井信行、牟礼佳

苗、岡敬之、木戸勇介：学童期大規模コホートの長期追跡による子どもロコモの危険因子の解明と予防法の開発 

11. 寺口真年：日本生命財団 研究・地域活動助成 児童・少年の健全育成助成（実践的研究助成）：未来を拓くた

め、子どもロコモの戦略的予防法の開発 

12. 寺口真年：日本骨粗鬆症財団 和歌山県全体でのOLSチーム作成に向けて ―連携手帳の有効性― 

13. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 平一裕、研究分担者 山田宏、橋爪洋、長田圭司、寺口

真年：長期大規模住民コホートによる人工知能を用いた脊椎加齢性変化の探索的研究 

14. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 山中学、研究分担者 西尾尚子：前帯状皮質、島皮質に

おけるケタミンの疼痛抑制メカニズムの解明 

15. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 村上公英、研究分担者 西山大介、神前拓平、神前貴洋：

脊柱変形術後に生じる股関節症の病態解明：代償動作解析と有限要素解析による応力評価 

16. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 研究代表者 太地良：脊髄後角でのメソトレキサートの鎮痛作用機序の

解明-パッチクランプ法による解析 

17. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 大西麻紀子、研究分担者 橋爪洋、長田圭司：小中学

生における姿勢異常の実態と関連する生活習慣の解明 

18. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 木戸勇介、研究分担者 寺口真年、牟礼佳苗：子ども

ロコモの科学的解明：動作解析による分類と介入効果の実証研究 

19. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 研究代表者 神前拓平：成人脊柱変形手術後の股関節症：新たな疾患

概念と予防法の確立にむけて  

20. 神前拓平：公益財団法人 日本股関節研究財団 令和6年度股関節研究助成「脊柱骨盤固定術後の変形性股関節

症-三次元動作解析を用いた予防法の確立に向けて-」 

21. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 松山雄樹、研究分担者 西尾尚子、山中学：変形性膝

関節症に対する新たな治療の可能性：経動脈的微細血管塞栓術の鎮痛効果の検証 

22. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 貝持裕太、研究分担者 山中学、西尾尚子：脊髄後角

におけるニトロチロシンの疼痛調節メカニズムの解明 

23. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 西尾尚子、研究分担者 谷口亘、山中学：不動痛はROS

による脊髄内TRPA1チャネル活性化を介した中枢性感作が関与する. 

24. 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 研究代表者 山崎正志、研究分担者 山田宏：脊柱靭帯骨

化症に関する調査研究 

25. 厚生労働行政推進調査事業費補助金 難治性疾患政策研究事業 研究代表者 久留聡、分担者 山中学：スモンに

関する調査研究 

 

  


